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手動圧着工具 9004-0220 取扱説明書 
 
 

1 はじめに 
本工具 9004-0220 は、54・55 シリーズコネクタの端子に市販の電線を圧着結合させるための 
専用手動工具として設計されました。 
この取扱説明書は本工具の取扱いと保守の方法について記載されています。 
よくお読みになり、正しくご使用ください。 
 
 
 

2 各部の名称 
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圧着部（2 ヶ所） ハンドル（グリップ部） ラチェット機構 リンク（内側） 

写真 1 
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3 工具の適用範囲 
本工具は AWG＃26～＃18 の電線に対応しており、圧着部を 2 ヶ所備えております。 
各圧着部の下部には写真 2 のように適合電線サイズが刻印されています。 
圧着の際には、表 1 を参考にコンタクト品番、使用する電線サイズ、被覆外径をよく確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 ワイヤーストリップ長 
シース（電線被覆）より 3.5ｍｍとなります。（公差 +0.5mm／-0mm） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

コンタクト品番 位 
置 

電線サイズ（㎟） 
（AWG） 被覆外径（mm）  

 

５２５ 
（バラ状） 

B 
0.519～0.823 
（＃20～＃18） 

1.76～2.03 
 
 

 

A 
0.128～0.324 
（＃26～＃22） 

1.30～1.58 
 
 

 

写真 2 表 1 

3.5mm 

写真 3 
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5 圧着手順 
【注意事項】=================================================== 

◉ 本工具は最適な圧着が得られるよう、ハンドルにラチェット機構が付いています。工具のハンドルを開くには、ラ
チェットが開放するまでハンドルを締め付けてください。ラチェットが一度かかると、アンビル、クリンパが完全に閉じ
ない限り再び開きませんのでご注意ください。    

◉ ハンドルが完全に開かない状態で再びハンドルを握ると二度打ち防止機構が働き、ラチェットのシャフトが突っ
張ります。この状態で無理に握力を加え続けるとシャフトの変形や折損の原因となるため、必ずハンドルを開き
切ってから圧着をしてください。  

=====================================================＝= 
 
① ラチェットを開放させ、ハンドルを完全に開いた状態にします。 
② コンタクトを使用する電線に合った圧着口に投入します。 投入すると、コンタクトがコンタクトホルダの先端に
突き当り、位置決めされます。   

③ ハンドルを軽く閉じ、アンビルを押し上げてコンタクトを支えます。 
④ 被覆むきをした電線を挿入します。 
 コンタクトがアンビルとクリンパにより完全に支えられたら（写真 6）、電線を写真 7 の様に工具正面からイン
スレーションバレル内に入れ、被覆が芯線用クリンパもしくはワイヤバレル後端に突き当るまで挿入します。この
時芯線が揃っていないと挿入しにくいばかりでなく、挿入過程で被覆バレルやクリンパに引っ掛り、電線こぼれの
原因ともなりますので、芯線はなるべく揃えて挿入してください。 

⑤ 電線をその位置に押さえたまま、ラチェットが開放するまでハンドルを一杯に閉じます。   
⑥ 圧着が済んだらコンタクトを取り出します。       
       

 
    

アンビル 

写真 4（工具正面） 

クリンパ 

写真 5（工具側面） 

コンタクトホルダ コンタクトホルダ 
（コンタクト投入口） 

アンビル、クリンパによ
り、コンタクトを完全に
支えている状態。 
セット出来たら、電線
挿入します。 

電線挿入 

写真 6 写真 7 
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6 クリンプハイトの測定方法 
クリンプハイトとは、クリンプした部分の高さ 「 t 」 を指します。 
測定器はノギス又はマイクロメータで、コンダクタークリンプ部の中心を測定して下さい。 
（写真 8 は、マイクロメータでクリンプハイトを測っている状況です。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クリンプハイト値は、表 2 のクリンプハイト基準表を参照してください。 
また、クリンプハイトの他にクリンプ部の引張力によっても判定することが出来ます。 
基準引張力値は、最小値であるので、数値以上あればよいです。 
 
 
 
 

上記の圧着条件は、UL1007使用の場合 

ワイヤーサイズ AWG18 AWG20 AWG22 AWG24 AWG26 
クリンプハイト 

ｍｍ（参考） 1.60±0.1 1.45±0.1 

基準引張力（ｋｇ） 14.5以上 9.0以上 6.5以上 4.5以上 3.0以上 

測定箇所（コンダクタークリンプ部） 

コンタクト 

写真 8 写真 9 

マイクロメータ 

ｔ 

表 2 
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7 工具の保守、手入れ 
工具を適切な状態で長くご使用いただくために次のことに留意してください。     
 
① 工具を投げたり、ハンマーの代わりに使用しないでください。 
② 摺動部分には定期的に注油してください。 
③ 錆やキズの原因となりますので、工具の使用後は圧着部を特に念入りに油紙で拭いてください。 
④ 圧着部に塵埃が入らないようハンドルは閉じて保管してください。  
⑤ 保管は本品付属の防錆紙で包み保管してください。 
         
 

8 修理、調整、定期点検について         
圧着品質を維持するため、工具の修理、調整、定期点検について当社または代理店にお申し付けください。

              
              
 
 
 
 


	1 はじめに
	2 各部の名称
	3 工具の適用範囲
	4 ワイヤーストリップ長
	5 圧着手順
	6 クリンプハイトの測定方法
	7 工具の保守、手入れ
	8 修理、調整、定期点検について

